
持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）
の取組状況

平成２９年６月

ＳＤＧｓ推進本部
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配付資料１



２０１７年７月 国連ハイレベル政治フォーラム（ＨＬＰＦ）

２０１７年９月 国連総会

２０１６年１２月 第２回ＳＤＧｓ推進本部会合：実施指針の決定

毎年閣僚レベルでＳＤＧｓの進捗についてレビュー。
本年のＨＬＰＦでは自発的国家レビューにおいて我が国の取組を発表予定。

ハイレベルで我が国の取組をアピールする機会。 2

１．ＳＤＧｓ関連の主な日程

２０１６年５月 ＳＤＧｓ推進本部を設置

２０１７年６月 第３回ＳＤＧｓ推進本部会合

２０１６年５月 Ｇ７伊勢志摩サミット

２０１６年９月 国連総会一般討論演説

総理が推進本部立ち上げについて発言。

２０１６年９月 Ｇ２０杭州サミット

「Ｇ２０行動計画」を歓迎，日本の取組につき紹介。



■ 地方でのＳＤＧｓの取組の拡大
「環境未来都市」構想のさらなる発展に向けて、地方自治体におけるＳＤＧｓ達成のための取組を促進する施

策の検討。

滋賀県や北九州市，札幌市において，政府と協働したＳＤＧｓについてのシンポジウムを開催（H29年6月）。

■ 働き方改革の推進
「働き方改革実行計画」の決定（H29年3月）。

■ 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会における持続可能性の取組
持続可能性に配慮した運営計画（H29年1月）や調達コードの策定（H29年3月）。

■ 民間企業等との連携強化
ＪＩＣＡによるＳＤＧｓビジネス（途上国の課題解決型ビジネス）調査の新設（H29年2月）。
ステークホルダーズ・ミーティングを開催し，環境側面を中心に企業等のＳＤＧｓの先進事例を共有。

■ 国際社会との協調・支援
中東・アフリカ地域における飢饉対策のための支援（ナイジェリア，南スーダン，イエメン，ソマリア，エチオピア

及びケニアの６か国に対し，総額約９，６００万ドルの支援の実施を決定（H29年1月，3月）。
ＳＤＧｓに関連の深い国際約束の締結（例：名古屋議定書」（H29年5月に締結））。
ＡＳＥＡＮ諸国・諸都市等と連携し、環境的に持続可能なモデル都市事業とハイレベルセミナーを実施。

アジア地域の高齢化に対応するアジア健康構想の推進（「国際・アジア健康構想協議会」の新設（H29年2月））。
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２．ＳＤＧｓ実施指針の取組の例

SDGs実施指針に基づく国内施策や国際協力を含めた総合的な取組の推進。

骨太方針



名称 ジャパンSDGsアワード（仮称）

目的
SDGs達成に向けた企業・団体等の取組を促し，オールジャパンの取組を推
進するために，SDGs達成に資する優れた取組を行っている企業・団体等を，
SDGs推進本部として選定し，表彰する。

表彰の
対象

SDGs達成に資する優れた取組を行っている日本の企業・団体等
（注１）対象は，民間企業，NPO・NGO，地方自治体，学術機関，各種団体等を想定。
（注２）国内の取組，国外の取組のいずれも可とする。

毎年５案件程度を選定し，表彰（表彰状とトロフィーを授与）。このうち，特に
優れた１案件を，総理大臣によるSDGs推進本部長表彰，その他の４案件を，
官房長官及び外務大臣によるSDGs推進本部副本部長表彰とする。
表彰式を実施

選考の
基準
（案）

SDGs（複数のSDGsであることが望ましい）の達成に資するものであるか。
「誰一人取り残さない」理念の下，脆弱な立場の人に焦点を当てているか。

経済・社会・環境の相互関連性を重視しているか。

セクターを超えたパートナーシップやイノベーティブな手法を活用しているか。

取組の公表・評価・見直しを，透明性をもって行っているか。
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３．表彰制度の設置（案）



４．国連ハイレベル政治フォーラム（HLPF）での発表（案）

プレゼンテーションで発信するメッセージ（案）

■７月１７～１９日開催の自発的レビューに参加し，SDGsの取組に係るプレゼンテーション（約15分間）の実施と，報告
書を提出することで（合計44か国が参加予定），我が国の取組について広く発信。

■より効果的に我が国の取組を発信する観点から，関係省庁，国際機関，民間企業等と協力して，サイドイベント及び
日本政府主催レセプションの実施も検討。
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１．SDGs推進に向けた国内の基盤づくり
• 日本にとっての意義。

• これまでの取組：推進本部の設置と実施指針の策定による国内実施体制の整備。ビジョンと優先課
題の設定。

• 政府が一丸となって，円卓会議等を通じ，経済界，地方自治体，科学者コミュニティ等の多様なス
テークホルダーと連携した取組の推進。

２．パートナーシップを通じた世界のSDGs達成に向けた貢献
• これまでの経験に基づいて取り組んでいる，民間企業等とのパートナーシップを通じた，知恵とイノ
ベーションを活かした具体的取組事例を紹介。未来に向けたメッセージに繋げる。

３．次世代につなぐSDGsの取組
• SDGsを実現する人材・教育の重要性（人づくりは国づくり）。
• SDGs実現に向けた行動の呼びかけ。

◎パートナーシップを通じた，日本の強み（知恵と経験，イノベーション）を活かした
SDGs達成のための取組。

政務スピーチ

映像

民間スピーカー


